
人間発達科学Ⅰ 
第７回	


発達とはなにか②	




（２）発達を規定するもの 
①遺伝か、環境か？	


 発達の二側面―成熟と学習― 
・成熟：遺伝的に決定され、経験や環境に左右され
ることが少ない発達の側面	


　　　ex.男女の別、身長・体重の増加、歩行の開
始・・・	


・学習：個人の特定の経験や活動によって、新知
識や新活動力を獲得する発達の側面	


　　　ex.ことばの習得、水泳・・・	




 遺伝説（生得説）	

・身分制社会の原理と親和的	


・Gesell, A. L. の「成熟優位説」	

　・双生児統制法による「成熟優位」の「証明」	


　　・A児に、生後４６～５２週まで、毎日２０分間、１
３０ｃｍの高さのベッドに上がるため、１５ｃｍの
階段昇りの訓練を課した	


　　　　→５３週目には１０回可能になった。	


　　・訓練を受けなかったB児	

　　　　→いきなり７回できた　	


BED 



 環境説	


・Locke, J. J.の「精神白紙説」	

　・変動社会に適合的	


・Watson, J. B.の行動主義	

　・「科学」としての心理学を目指して	


　・前提としての古典的条件づけ	


　　・「アルバート坊や」の実験	


　・行動とは刺激に対する反応の集合　　	




• 　遺伝も環境も	


  輻輳説（Stern, Ｗ.）	

・Luxenburger の図式	
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  環境閾値説（Jansen, A. R.）	


環境条件がどの程度発達に適しているか	
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  相互作用説	


・遺伝、環境は発達への前提条件に過ぎない。	


・発達は環境に対して能動的にかかわり合っていく
個体と環境との相互作用による。	


　　　　　　　　　↑	


　　　行動遺伝学からの批判	


・遺伝が相互作用のなかでどのように作用してい
るか調べるべき。	




②発達の敏感期	


 発達段階（developmental stage）	

 発達課題（developmental task）	

　・発達の各段階で習得しなければならない、	


　　もしくは習得することが期待されている課題	


 敏感期（sensitive period）	

　　　　　　　　　　　＝臨界期（critical period）	

　・ある学習を成功させるのに必要な身体的・精神
的な諸条件が個体のなかに準備され、興味関心
が高まる時期。	




③臨界期をどう考えるか	


 刷り込み（刻印づけ：imprinting）	

・非常に短期間に生じる、急速な学習	


　　　（臨界期）	


・その効果は強固で非可逆的	


・単なる個体の経験を超えた種に特有な性格	


・成体の行動が出現するはるか以前に完成	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂｙ　Lorenz, K. 
　→人間にも当てはまるのか？	




  〈愛着〉形成における「臨界期」？	


・〈愛着〉 
　・乳幼児期に作られるコミュニケーションの土台	


・Ｓｐｉｔｚによる「施設病」の発見（1964年）	

　モデル施設と母子寮を比較→「母子分離が原因」	


・〈愛着〉形成における臨界期の強調	


　「２歳半を過ぎてしまうと、どんなに良いマザリングもほと
んど意味がない」 （Bowlby）	

　　→「母性剥奪」（maternal deprivation）	

　　　　　　　　　　　　　　　　→「愛情欠損的性格」	




  「母性剥奪理論」の問題	


・社会的影響＝「３歳児神話」	


・「母性」（ラター、１９７９年）	


・養子研究からの批判（シャファー、２００１年）	


　・数年間、人間関係が希薄な施設の環境で育
てられ、通常の〈愛着〉形成期を過ぎた子ども
でも、後に養父母のもとで育てられれば〈愛
着〉が形成される。	




•  野生児から臨界期がみえるか？ 

『アヴェロンの野生児』をみてみよう。 

フランソワ・トリュフォ監督 
（1969年、フランス映画）	




  ゲゼル『狼に育てられた子』 
　・「生後５ヶ月で狼に連れ去られ（カマラ）、７歳
頃、妹（アマラ）も連れてこられた。」	


　・「オオカミの習性」？（小原、１９８９年）	


　　・オオカミの乳は脂肪分がとても濃い	


　　・オオカミは巣を２～３週間で移動	


　　・人間の目は構造的に光らない。	


→遺棄された自閉症児 or 知的障害児では？	

（鈴木光太郎、2008年）	




『朝日新聞』1997年8月20日	




•  社会的隔離児（回復良好な事例） 
（内田、１９９９年による）	


ケース	
 救出時
の年齢	


救出前の状況（救出時の状況）	
 言語回復結果	


イザベル
（アメリカ）	


６歳	


６ヶ月	


「私生児」。母親と一室に閉じ込められる。
母は聾、身振りによるコミュニケーション活
発。	


（脚はクル病で歩行不能。発語なし）	


きわめて良好。	


１年半で回復。	


P.M.と
J.M. 
（チェコ）	


６歳　　
１０ヶ月	


一卵性双生児。母は出産後死亡。乳児院
→継母。地下室に閉じ込め虐待。	


父も虐待に加担。相互のやりとりは身振り
で行う。	


（歩行不能。靴も履けず。自発語ほとんど
なし。）	


８歳１０ヶ月で養子に
出され急速に改善。	


正常の水準に戻る。	




•  社会的隔離児（回復不良事例）	


ケース	
 救出時
の年齢	


救出前の状況（救出時の状況）	
 言語回復結果	


アンナ	


（アメリカ）	


６歳	


０ヶ月	


「私生児」。孤児院や養子先を転々。養育ら
しい養育は受けず。	


（筋肉麻痺、栄養失調、発語なし、自閉的傾
向あり）	


２年後歩行するも言
語は１歳程度。	


回復せず１０歳半で
死亡。	


アンヌとア
ルバート	


（アメリカ）	


姉６歳　　
０ヶ月	


弟４歳
０ヶ月	


姉：一室に閉じ込められる。（身体・言語の
遅滞。歩行可。排泄のしつけなし）	


弟：便器つき椅子のみの狭い部屋で幼児用
寝台にくくりつけられる。	


（歩行困難、発語なし。排泄のしつけなし）	


反響語以外の発語
なし。身体発達は回
復。IQは５０程度。歩
行改善。意味不明語
多少。	


他人に無関心。無感
動。二人とも自閉症
的障害との複合障害
の疑い。	




•  社会的隔離児（中間的事例）	


ケース	
 救出時
の年齢	


救出前の状況（救出時の状況）	
 言語回復結果	


ジェニー
（アメリカ）	


１３歳	


７ヶ月	


２０ヶ月以上納戸に閉じ込められ椅子にくく
りつけ。父親、兄も虐待。騒音を嫌い、音な
しの環境。母親視力弱り、父親の命令で世
話せず。身振りのやりとり。	


（身体発育６，７歳程度。IQ１歳程度。発語
２，３語のみ）	


発音障害と文法的
側面の一部欠陥を
除き回復きわめて良
好。	


結婚して社会復帰果
たす。	


FとG 
（日本）	


姉６歳　　
０ヶ月	


弟５歳	


０ヶ月	


放置。救出前１年８ヶ月間狭い小屋に閉じ
込められる。排泄、風呂など世話なし。	


うどんや重湯程度を時々２歳上の姉が与え
る程度。	


（心身とも１～１．５歳程度。発語、姉２語、
弟なし。）	


２人とも高校卒業後、
就職。	


弟に言語の文法面、
形式的側面の遅滞
残る。	



